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事
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報
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一
形

地
（主）（高）（主） （主）（十）（十）（九）（八）（七）

形
係

担リ 備 相 平日 * 本日 本日 伊 相 本日 磐
E量 f麦 模 Y佐J 調 模 キ莫 7象 模 中真 城

品目 一 堺 査 津 津 j且． 足 足 石一
調 浦 ！入 久 泉 柄 ＋同 城

ft~ 郡 Jj( 井 ヂド 郡 上 下 君日

一 葉 道 君日 郡 道 君日 君日 湯一
庄 LI I 又 中 後 一 湯 ポ一
村 ネf 百号、 野 E子 i監 保 i可 i且、
石 地 地 一 村 泉 村 原 泉一
油 λー 附 ケ 及 部j 温 i昆 調

産 調 近 木 太 査 泉 泉 査、
地 査 地 串 井 調 高司

調 Jll 村 査 査

:rt 7.k 一 飲一
調 筒 用

11: 村－ * 
飲 調

汗j 査
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及 合 ノ 試 石 彫 悶

牧 議 異 験 材 要リ、
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ヲ 括度敦約敦 閏 大
l徐 ν ョ賀三賀 出＇f百同

ケ僅 ? 国箇園 調 正
，，、 カ同幅月幅 フ五位三． 一
所ニ百 J、間ノ 地 一
謂飛三北 ニ地 一ー 一 年
美騨十緯之質敦於 質
濃ノ七ゴヲ調 プ 度
飛市度十結査 賀川園係
噛西ニ五了 J、固敦幅 事

高部瓦皮シ大幅賀調 業r
原トリ三タ築 困

ノ若越十 9 技 I百V岡 沓 地 報
南狭前分 日市

ノ 質

西ノ ノ ヨ ノ 地 吉司 E口七

部東南 9 捨
質 査

ニ部部同 f壬
調 所

賞
、 査 長
美 ーー
ー一

? ヲ 濃十
ーー-v 

τrrfi dイヨ~ ノ， ←L. プ
従 :JJ: ノ、

l低ノV 北皮 八
事

ノ地西ニ 月
5ノ J: 

差勢部至 ヨ
之

、 ヲ 稽
甚ノ、近 リ ? 

タ ｜団江東 十
；，三己－ 

ジ幅ノ 手塁 一
結 之

カ ノ 北百 月
ミJ

助
フ 北部ニ ーー

タ

サ両 ヲ －十 瓦
9 

ノV 部包六 9 



Jll !) 地 事〆 ヲ ニ河及 J、 JV 新 日 ノ モ

流成質琵主性：流美千支道昔分北

域 Y J、琶 ナ 下ノ、濃二脈野 ュ水束、
ノ 片片湖 ス 太町三 ノ 越 ジ嶺 ヨ

下麻麻ノ ト ノV 平附百大最 プ ヲ 9 

若岩岩一 ジ九洋近米ナ 毛 海成南、 、
生 J、結部湖頭 ーー ーー ト ノνf民放 ジ西

子角品 タ 水龍朝 ノ、 ス 毛 ク 千高 ーー

附閃片 リ ーー 川宗和国 ノ 高七サ走、
近片岩 ジ J、異ス 大幅 J、 サ百平 JV

、
5ヨ 麻古 ::J 琵名 JV ナ ノ 蹴僅七均 Ill 
ソ 先生 ト 琶川長 JV 北 ネ カ 十千脈、 ． 
東黒暦疑湖足良平西北 ーー 八二 ア、
方雲中 フ 及澗川地部 る， 二米三 リ

1・ 、
九母生へ余川板 ア 西百琵百 うF

頭角層カ 央及取 9 正 ヨ 六琶米太、
龍閃第 プ 湖 日 Jll 陵 9 十 iiJJ ナ平、
Jll 片三ス ア 野武 地南米 ノ リ rf: 

ーー bl1証来日 リ 川｛義 ヲ Aト ーー ~t ト ト、 、
瓦 Y｝層 余琵川 成来過端 ヌ、 El 、 、 、 、
9 大第 央官 tl~ v 一 キ 最本、
ア珂四 加li胡尾 品~i 走ス敦 i南海、
硝石紀 ，、 ーー Jll jI ') 本賀峰

虞等唐 曾流及 同I 111 山町 J、 ーー、
域 ヨ 及 プ 入担 大峯脈 北朝

ヲ リ 火 木ス斐 野 ノ ヨ ノ 東宗

占成成 ノ ノV Jll 町高 ') 問 ーー ス、 、
.J., w ~l 玉I 本丹 [j 敦サ分 .::::.. ア pレ
、

JV 異類 ヲ 生本 賀多岐 アノレ河

毛名 ヨ 通川海 阿f ク セ ノV 大流



砂層 ユ方層岩（二）ヨ 砂古域 ナ流ノ（、 、
岩ノ、西又ニ角角 9 岩生ニ ラ域 J、

J、同ブJ J、該先先上 ヨ 層露ス ノ 一、 、
白幅ニ 市首 ノ 幸市 部 9 J、 出結下般

色 ノ J、方ス互板 ユ成問ス 品伊 一~ 
五i：北北 ーー ノV 層岩列 9 幅ノレ片・勢）.！｛、 、
質宇方西 カ ニ硬事石 ノ ノ 岩附西

ユ部又部如 ジ砂ス反日J J、I 近 ＝
ミノ 一 .；・、 ーー シ ア岩 ν 岩宇 片等近、 、
7 綾南 J、層木石 J、 中部 岩敷 キ

分達方東向曾友（ー）ニ 一， f'J! 箇屠、
布 :,; 一直 方傾岡岩輝紡虞 完蕗向

、
庇砂斜西郊幅ノ 線錘ク 杢 ーー ヲ

ジ岩下方 ノ、 ーー 互凝品分 ナ 露有、 、 、
九頁 ジ又一見層友石布 Jν 出 ジ

頭岩傾 J、 定ノレ（三）岩道 ミ〆 角 セ北、 、
龍畿奈｝北・セ 古石石戯粘 閃 JV 方

川岩角 4ト サ生友友ノ 板 片 モ 又、
流石川西ノV 屠岩岩化岩 岩 ノ ..；・、、 、 、
域友概ニ 毛 及角粘石角 ーー ア l官

、
及岩ネ 中蹴其岩板 ヲ tit 王 麗 JV 方

、
足及六昔IS 言少 ノ 岩－蹴 Tl ジ !(; ーー

、
澗茨十ノ ス ジ互硬ス灰 伊居急；、
川層皮東 レ ク 層砂層岩 勢向宗：｝

、
流 ヲ 以方 J、下（四） ~'f 序輝 川傾 :A

、 、
域 リ 上 ＝京位粘角川線 中奈：｝此

エ成ナ ノ、部 ニ板岩之凝 流共外

銘，~ リ 北 一 ア岩 ノ ヲ Z反 一 一同 伊、 、 、
出杭 1！’ Ji！ノ、 ノV 碩互下岩 小明勢、

111 生方北地砂層部硯 区 ヵ Jll



尚 II I 火町 ーミ． ノ j鯖ノV サノν 凝角麗ノレ
、

岩岩成附 J中洪江 モ ν τョ 8ミ J、 ス 頁
.）・、 ア岩近積積町 ノ ト 岩蹴ノν 岩

、 、
敦 9 類 ノ 層層大 ナ 毛 多凝 ジ ヲ 及
、
賀花ニ モ J、 J、 里子 プ 肩国 ジ友ア失11 砂、
町同 J、 ノ 平境町 ン井本 :!t＇；~六 レ 3』‘

、 、
ノ 先花 J、地蝿及第同層凝十 J、

、

Fri 闘河 ヲ ーー 白 四幅 エ友度層動
方 J、岩成構火烏紀 一一 J、質以向物

、
ヨ 黒花層成山 ノ 供於未砂下 J、及

9 雲闘 ーー ス岩手積ケ タ 岩ナ 一植、 、 、
北母質敦大塊地層ノV 化凝 リ 般物、
西，花斑賀野 ヲ ーー J、第石友第 ーー ノ

ーー 同岩町町混接砂ニ ヲ 質三北化
、 、

瓦岩閃附及ス ジ磯来日接頁紀西石、
リ 及線近美ノν 墨キI~ 暦見岩層 一 ヲ
鹿角岩 ノ 濃 モ地土 セ・等 J、 シ埋

、 、
域閃蛇 毛 P汀ノ ヲ 櫨比 サ ヨ 鯖ア 蔵

ヲ 花紋 ノ F付 ヨ 構埼較 レ リ 江北 ミ／

領闘 nJ、近 成等．ス J、成町東之
、

ジ岩助海 ノ 成 ス ヨ ノv ;;It 9 ノ 或ニ、 、
其ノ 岩成 モ 9 唯 ヲ ーー 地層東ノ、依、 、
他二石層 ノ 下大成或賀市西 m ブ
新種英ニ J、 ｛ ，． 野 9 J、 11.:.. 傾 ーー 西本

穂 ア粗扇湖磯町美最代斜接 ーー 層 四

由予
, 面ス成層及濃新 ヲ 叩l注傾ノ、
四黒 :!f} 層 ヲ 白町期失!I カ ジ奈｝珠

、 、
近雲粒 ニ見烏敦二 ノV ナ 角 ジ羅、 、
大母 Jl~ 鮪ノV 附賀民 ヲ ブ 賢傾紀

野花安 江 ノ 近町ス 得サ質ま：｝ニ、



JV Lll 武東成先ノV モ 敦良 ＿.・、 J、 外 an、
モ 附生岸 シ床跡 ノ 賀川古 古其 ノ

足近町 ーー プ ヲ 石'-" 間流生生南南

君君 ーー ノ J、 閃 ナ ーー 其 ノ 域代層方来
、

川露西敷線 ス 川区東 ーー 後 ヲ 月 足、
流 出 方多 n モ 閃域岸多 ノ 足夜初

域 宝J ーー ノ － ー ノ 線狭 ーー ク 一澗谷川、
ーー 此好岩近 ア 時 小稿、 J、 J、 Jll 山流

於外 ク 脈 クヲ~＇~· ナ 民岩中流附域、．
ケ 庭接 ト 露九輝 9 ク ！限生域近等、
JV や 達一山 頭線蛇分 ヲ 代 － ー ーー ーー
カ 一 ミ〆 シ龍扮紋布！成後露小露一
如小又 ノ 之 ｝！！岩岩 三‘v ス ノ 出 直 出、 、
ク 匪 JL 岩 ヨ ／ ノ J、 伊閃噴 セ 域 ス、
亦域頭床 リ 支二九勢線 H-1 ノv 一日 角
色 一，． ア 分流種頭川岩 ーー モ 露閃

ーー 之川 リ ill！｛打 ア ノ ，，、 係 ノ 出花、
ジ ヲ 上石 :/ 波 9 "' 大 レ ，、 Pζ 掲、
プ 見流英タ Jil / ノ 流野ノV 9• 敦岩、
流ノν 面粗ノV 多上武町 ヲ 生賀 ，、、
J'I! ~· ：・谷 面持見 ク 流生 ノ 示層町能

ヲ 石 ヨ 打枝ノV ，，、 箱町東 セ ヲ llH・ ~g~

三z区" ノ、 9 J、 ナ 閃 n ケ ノ 方 リ 接近 ti 、
:A 多市長／レ 紘！眠瀬束九花樹 ノ 1rr 

玉 JV ク や 良 へ扮 ヲ 附方頭尚盤黒 ヲ

ごを 白 東川 ク 打成；正 ーー 龍質質雲構、
ノ 色瀧 ノ 敦 ノ、 ス 」岨 露 川斑 セ 母成
、
国 堅波上賀汗 モ 之出 流岩 ν 才と ス

幅般＇＂手流降服時 ヲ ス域 ノ、 メ 同 ノV、 、
ノ ナ 蕪及 ノ ヲ 一戸 見ノレ及長~ ~·1~ ノ



モ 臆服色ノν ノ 北 間 ノ 狭勢粒町北、
主 m一~ 市 毛 中 東幅岩 iン 川｝伏 ノ 東、
要材質部 ノ 央隅 一同 床雲 ノ 安東 一ー・、
ナ 料 j這 ーー ，，、 7~ ニ連 ヲ 母上山 方 1i＇；ミ
JI〆 ー・－ セ ア 戒野康 レ成安流岩原 ケ

;(: J、 ラ ノV 悌町ク．ノV ス 山 － ー
J、 ーー JV 、

預金 L〆 宅 ~f.t ノ 分 モ 角岩露大岩 カ、 、
谷銅岡 ノ 近来布 ノ 閃 J、 出 野床如、
鋸亜幅 J‘ ーー 方 ミJ 、 安武 ジ町 ヲ タ、
Lii {if} ノ 黒於 ー』 火外山生九平成 総、
ヲ 石北色 プ ア 成一岩町頭地 毛〆 白

除炭西ナ 集ノV 岩ニ .＞、 ノ ノ 第色、
ケ 建隅 9 塊モ 中岩 JL 西川 西三 ーー、
，、 築 由 ~＇ :'f' 王 ノ 最脈顕南沿 ヨ 車E 事〆

規石越立 ヲ 其大 ヲ 龍西岸 9 屠 テ、 一寸
模石智郡被国 ノ jお川小西鵡 中 ネ

小炭山 ーー 覆域地 ス ノ 野勝井 ーー ザ、 ア

ナ 五七 ヲ ア ミ／ 亦域 毛 支 ーー 原画介 ダ

9 藻 j北ノV 概狭 ヲ ノ 流於及幅在し岩ー、
直土 セ モ 4〆 カ 占 ア 石 う7 葛 ーー ス ーー、
鉛鋸ノレ ノ プ フ 1~ リ 徹古原 連ノV 類、 、
J、泉 毛 ，，．、 北 ニヌL 闘輝 白生 ーー 9 モ 似、
明等 ノ 同部 園幅石川層 ア 和 ノ ヌ、

治 ア d，、 ZJI;- ーー 。面 ノ 7合~ ノ 中 ノレ 虞 ，、 ノV

四 梢石 ア ノ 北 f[f 上 一 モ 域黒 毛、
十就攻 ノ ノV 北西岩流厚 ノ ーー 曜 ノ

~I'- I I• 璃敷 モ Jli 隅 ，；・、 ヨ サ ，；・、 亙先 ア、
ノ ¥Wil 質多 ノ 隅今 闘 リ 約其 一 '} 、
さえ ノ、 ナ ノ J、 ーー 立幅縮二匝叉 属 鮪

一最 リ r：－ 友 ア 郡 ノ 井尺域伊 ス 江
し一 、

” ... ，，、



4片 ク走通 ーー .；・、 l可 ナ 立流太時

西平 ミJ ス縦概位谷 9 直 シ ノ 足盛、
ーー 均北主走 ネ ス鏑 ト 立厚南金況、
念一西要ス峻本山云 ミ／ サ北山 ヲ、
斜尺五ナ 地 l検山 ，、 ヒ 厚三 ーー J、曇

、
ジ 以十ノV 質 ーー J、踊 i昆サ 四輝繭 v 、
鏡下 J支鏑ノ、 ジ康井宋七寸石井タ
脈 ヲ 乃豚中 プ 永勝，法寸 ヨ 安牒 リ

ノ、普五十生殆年大ニ 乃 9 fl I ゴ三 ジ

鴻~八二層 シ 間野｛氏至ー岩野 モ

メ 十 f廉及 以 Ufl ア 二尺中郡呪
ーー ス皮 ア石平来上 日 尺 ーー ニ大時、
多六 ーー リ 英地稼穴や 五膨臆野川

ク f康傾 プ 粗ナ行 .H~ 三寸大胎町牧
ノ、 ノ 科石面 タ セ 村百 ア Jζ ジ ノ 士、

、 、
東断ス英岩面 フ 面貰 リ 南北京鎖、 、
｜方層鏡粗ニ谷レ谷ノ鏡方方方山

ニ略服面シ川現ニ鏡石ノノ小僅

時相 J、岩ア ~、 ァ石 ノ モ 毛黒 カ
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ナ 幅 ーー ニ音［） tl[J ス 百鏑央 サ :H: フ、
リ 及ーナ於ユ ヲ 共三山部 J、方 レ

長鎖 レ ブ 於ナ平十 J、 J、下向北

云サ床 9 約 プ セ 均八喜玩部 ユ西、
フまp，七、 ア本三鎖ノレ合寓多 ーー ユ延ニ

一 ヲ 鋸百床緑銅三郡過薄長走、
未北床十膨泥品千 出宇 ク ス リ、
タ 七 J、五大片位百海採上大地

明、十段尺 シ ~·：· ノ、七村掘音｜；サ層
、

カ 度二 ア走 一 百十 ーー セ － ー －＇・、 ノ
ナ 東大ノV 向介分九 ア フ ア 走市

プ ＝立i’ モ ーー 在 中貫 9 レ ノ、 向西
、

ス走分西長 ス 一 一ー 明 タ最 ニ十一、 ． 
ノ担~·月『 リ 採方 ク ノV 四 三／ 治 9 厚約五

石市掘ニ 約 ナ ブ I四 六百度

ノ ペト セ 次三字 リ 之十 尺八 ーー
、 、

合束フ 第千形鏡 ヲ 五 下十傾

銅三 レ ニ百 ノ 床生年 部尺郊、 、
品十タ短二一 J、野大 － ー 手足 セ
｛立五 リ 縮十鏡北鎖正 プ 郊ノV

、
J、度此 事／ 尺臨八山 フじ J、 ーー 一、
ニ外西傾 十及年 最 7｛￥反

鏡傾南青！；奈：｝ ジ度多 ノ 厚． ヒ る〆

百余：｝方 ーー ーー ブ 東木産 三約西

分 ジ約，、 沿屈 ニ製出 四二南
、
中厚ニ約 ヒ 出i走肥額 尺百西
-L サ百六ア部 所ノ、 ナ尺 ι ｜ノ、

乃二五十 J、 即反 へ錨 ヘァ斜

一大一



ジ J、第 ノ ナ ト 調週伊

厚暗三四．三二一如 レス査日豆

層友来日 三ノ ト ノV 匝小中

ヲ 色層輝粒石第 モ略域林背j)

ナ凝 J、石版英三 車三 J、技地

ス友頁安安粗紀 調角 田師質

コ 質岩山山面層 ナ形方之訓（二）、
ト ナ凝岩岩岩 9 

、
ノ 郡カ査

ア J 1足及 地地湯調 伊、
9 凝升其 質域ケ査 J、豆
、 、
角友砂角 、ニ島ニ大中

2議行~·：·議 従正 l占 ) 
岩 J、及 ~'i~ 山ア南事二口

、
持天端セ年地~，、 白角凝

凝色蛍友 及城トリ十質

友ニ岩岩 第火 ジ 二調

岩 ジ ヨ 三山修 月査
叉 プ リ 来日 ノ 主 ヨ

ノ、 Hl 成 層北寺 ソ

砂竪 リ ユ麓 ヲ 7¥. 

;f~t 硬匝 主‘;.-- I 北 1E 

ナ域 プ 一端 一一
一一 ヲ ノ 之官j) ト 年
、
薄砂北 ヲ ヲ ジ 一

F七 層 i官官15 同占 戸 J1 
ヲ ~、 ヲ 日I] メ 倉 ーー

、
ナ浮占 ス地里子 亙

ス石 £. ;v 形 ヲ リ
、

ヲ 員 高東 約

j見~·；－ 次 l峻端 一一



火約 ア タ 相千捜査薩 ！眠湯~！；－石、
孔二 Hf JV 接三 ノ F普 "/ff ケ J、英

「止十岳 J、 ジ百火符楼 頚島市粗

ニ米 ヲ 1ド プ 米山 メ 出 ヲ ヨ 山面、
る〆 ノ 成岳略長 J、佐火 ナ リ 村岩

プ 窪セ ナ 南径鹿藤山 ミ／ 南 ーー ..；・、

野地ノV 9 北京児技爆（二二）或北小 日

尻 ア 毛 ト ノ 西島 i11U 殺 ，，、 ーー 区向、
湯 リ ノ 三方約潜十調薩熔庚域村、
之是、其向ーノ五査摩 :f~－クニノ
ドH レ女fl 後ニ高北日 流分岩河

近即三活排米前；間大空何】 ヲ布頚岸

ニチ南動列ニニ同正 ナジヲニ

ア丈岳ノシ法位地三火ス慮ナ小

ノV 明 ノ 中－各ス シ ユ年山~·；々 シ匝、
出ー爆石攻七 r'rf 心其其 j込 ーー 露域

璃 .~f 方北頂略形張 Jj 愛 J、角 出 一戸
質破中 ーー 上中略セ拠調耐強 ジ露

一戸 裂腹移 一央楕 9 lib査黒 n淡 出
fil ノ ifii= 9 火 ーー 国 火 色及紅シ、
ょ、 際抜北孔北形 fl I 淡凝色淡

黒熔約岳｜’11: 岳 ヲ 爆 紅 -Y＜. ヲ系；_c
、

色汁七 ヲ ア ~11 .1i~ 殺 色岩呈色

堅 ヲ Ii 1薄 9 岳 シ セ 又ヲスヲ
、 、 、

椴流米成営 TH 短 9 J、随輝呈 八、
ノ 出 ノ ジ初岳径 之 友伴石ス、 、
熔 ジ E昌克 一－・ ノ 市 カ 色シ安粒

~·lt タ ーー 一戸 噴三北 賞 ヲ或山扶
J、 ノV 深南 出火約 況 呈. －＞、岩安

此！民サ ミノ ミJ 山八 調



一
経楼弱里 ノ 国l一錐段及克 ノ ！時
プ 品線：；）f~ i母三 m部形島 rt；却i庭代
ノ、 ヲ ーー 地主丘快 ヲ 一 里 ヲ ーー ーー
央又右有 i事火 一世 壊呈 J、ノ 噴ー噴
ノ 略 ス 村帯孔属 ス ジ JI£ 臨 出 ノ 出、
主京 ト ノ ノ 及 Jえ ヲ｜ i'f: Y.£1£ ~.羽 ス炭セ、 、
火西思 iJ~ ブi 文西 ノ 石 ーー 泉 附酸 ミノ
孔 ノ 考泉向明方平質鍋 ア 近噴 モ

ヲ プJ ス =c ト 年 一 J、噴 tll 9 一 気 ノ、
過向ノV 亦略問 烏堅 Ti 西 往干し 十

キ ーー ヲ 此 一 － ー 島撤 ヨ ！暖 4ト ア 9 、
島鍋弱符 TH致生沖 ナ リ 一 d烏 9 

山線 ，、、 北 ジ、
、

セ 小ノV 成 類主 ノ

ーー ヲ ジ忠告 島ノV 島輝 リ ノ ノ ト 南、 、
通有 上 ノ 火東石火平 磐 事〆 岸
ス ス ーー 市孔方安 孔 ノ 死 ブ 湯
ノV )V ア 岸 J、ーー 山 ノ 寄 ス茨涜

線 カ リ 一 略語~ n直生 ノν 酸 ノ、，，、 女日 nn ア 南 島 ヨ 径火 ::r 克村、
略 さ／ チ JV 北燃 リ F七 111 斯落、 、
此即 t嬰湯 ノ 島成百 ア ア 7k ヲ

弱 チ 島 演方等 9 五 リ ソ 蒸距、 、 、
線烏 ＿，、 ノ 向 ノ 火十鍋 叉気ノV

ノ 略茨 － ー 火孔米 II I 市及 コ
九 jj ヨ TH般相 Lil 「1!: ア ... ・、 東小

f1iJ リ 北噴述 r;,) ヲ 9 鈍 海量北

一 ノ 斗’＼t・ ナ ア 有 プ キ 岸 ノ 方

ょうII~ ノ プj 1L リ セ 東快 ーー 亜約、 、
有硫五常平 f合］ 及鹿股 サ 壁頂

三ξ ヲ ーー -Ji ~l!. お JV ノ 恒l 村酸町、



地噴中 高 々 二え 於時 J、 ス 目白 今 ス 之

日毎 出 ーー サ ト ノV プ 迄十 JV 三 回ノV ヲ

冥 セ J、約 ジ ヲ τ骨J五F• ーー 一 一ー 時爆 j賀来
ーー 9 直 II I プ 目 霧綿 日 至頃裂 品 ーー、
ミ／ 午線 ノ 戸 撃朕計午 リ ヨ ノ ーー 迫

ア 後肢二障 ミ／ ノ 四前冷 リ 前達跡

且四又倍子タ 白 百三水地徴ス よえ
、

ヅ 時 J、 ニ頻 ヲ 煙十時盛震 J、 今 レ

殆噴鋸達 9 昇七四 ニ頻一回 J、

ン煙歯 ジ ユヨミ リ 団十其繁月 ノ 用
、

ト J、朕其震 フ 同 ノ 一附 ーー 十爆紳、
間鹿 ノ 多動十九地分近 ジ 一裂 ノ

断鬼 ・rr1 ク ミ／ 時時震無 ヨ プ 日 .＞、 inいil
、

ナ 島光 J、 大三十 ア 戚 P ー十 ーー 質泉

ク 市蛾光小十舟 リ 費湧ニ接 一 t出
少会A主‘ ノ ーー 芭 ノ 分南 タ ノ Ill 日 セ 此 ヨ

震杢閃 ヲ 岩頃岳 リ 微 セ 午 '} 束 リ
、 、

ヲ 天 ヨr 引塊 ヨ ノ 十震 '} 前即西安、
戚 ヲ 鍋 キ J、 リ 頂二 ヲ 鹿九 チ ノ 永

セ被山 ブ 黒思上 日 戚 見時楼弱八

'} ヒ 方降煙煙 ヨ 午 セ 島頃 品線；｛，~
、
!F 日 面下 I百 リ 前 シ抑j ヨ ーー ーー

後光 ヨ ス 共 ク 同八 ヨ f民 リ 於 i｛~ 月、
六杢 '} 之 一 天校時 リ 所有 プ ヒ － ー
時 ク =£: ト 喧I 一 ノ 北十

ノ 村 ノ、 プ 湧

三遮高 同 l:il irp 白 岳二親 ノ 十起 tll 
十 キ ク セ 手／ 煙 ノ El 測温ー レ セ

-';; 、フ 黒 一国 フ 11,tj ノ 西午 ーー jj:t 日 9 リ
激 レ 煙 m レ 響上 jJtl］前接加 ノ
震天 ヲ 照其：高昇 ーー 十 レ騰午 稽

二。



尖ノV ク 生浮員 ノ 噴 プ 鳴十水 プ ア
、

端 ーー 十 三〆 1':1 凡平火雷動三 ノ 1斬 リ、
.－＇・、 至九盛 ヲ ソ ブJ爆亦爆 [] 吐ク 家

殆 レ〆 日 － ー 以二而星空盛聾午 出制屋
ン 9 烏噴 / 十 一 止 ーー τ／＇~ 、 高ij ト 旬大、 、
之 品煙埋町流 ‘ 、、 北互一同 ミ〆 一

神 ヨ J、 ス
、

メ 厚出 / 岸 一一 時時 プ 動、
j輯 リ 全十 フ サ セ後一起前 一m搭、
開二 ク プミノν 数ノV 鳴帯 リ 後鳴 ヲ シ、
同十熔 fl 十十熔轟 一 黒 ノ、 轟排及
間六岩 ーー ::ri. 尺 ~I十断 J、 部最盆ス傾

ノ B ノ 宝 ll ア J、績見Fr J、 毛 強ノV 倒

迄 1事 ソ 相j 域 ス 4ト i：五激大 ヲ ミ／、 、
央 J、 メ 熔来又 111 /V ク 互！i ト 得石

fヘ

一 噴－ 一司 岩熔袴袴 － ー 火騰旺 ナ タ 塀
連煙 包 ，、 岩腰腰至災 リ 盛 ν リ 多＼ノ 、
ス 爆園終 ノ ヨ ノ 9 起 プ ヲ 9 カ日 ク、
号費 セ ーー 上 9 上障 9 北極同之 J、

一 フ 海部沖方子炎束 よ肴 十地倒、m, L〆 中約小約 ノ 焔 ーー 同時面壊

一其 一 百 品五振天皇愛八 ヨ 一一 ジ
長所建米附町勤 ヲ キ 骨寺 リ ，，、 通、
ノ 在 入 ノ 近 ノ 亦焦閃十爆所時

間 ヲ ジ薩 ノ 庭漸 ス 電四星雲 イト ノ、
ーー 認盛 ーー i毎迄 !7 同縦分次 ーー 歩
ア よ、 ーー 本fr 面流去八横熔第~［,j 行

ヲ ノV f I .;::.. ノ、 動 フ 時 一 岩 一 裂困、 、
熔能煙小一 ジ 西三放流慕生雛

耳ヨf
....、 ヲ 火而其方十射 ソ 宇ノ 一、

ノ サ 準孔 :5; 、シ 三J 翌 t尼 y 



立千六京基一下水爆沖米百執爆

方向百方米月ス蒸裂ニノ六レ裂、
米百二ュ幅二 気 J、注慮十モ火

ニ十十流員十 友頗シニ米略孔

シ高八出最五 塵ノレ及アノ京 J、

ア立高セモ日 ヲ去湖 y 慮西岡

天方七シ虞ノ 中微戸アニノプJ

叩l米千モキ測 心セ海鍋ア方引、
年後五ノ庭定 トシ峡 fll ，向ノ

問者百 J、ゴユ シモヲトテェ平

ノ J、平長基懐 疑鍋埋市熔排方

浅千方サ米レ 結山メ骨宏列国、
間五米約面 J、 シ方タトヲシユ、
山百厚ニ積熔 ア面 9 ノ流西凡・ 、
流七サ七約岩 雨 J、ニ略出方ソ

出十約基六ノ 摘依十中セノ七

ノーニ米百西 ト然六間 Y 最佃

熔高十幅三方 ナト日ユポモポ！

~＇ It 立五員高ユ ソシニ位方高方

流方米最五流 友ア至ジノキ鍋

ヲ米アモ千出 砂噴リ亦最モ山、
リ合 7 虞平セ ト煙西熔モノ方、
其計其キ方シ j昆盛ブi 岩高 J、面

量ー容慮米モ ジユ噴ヲキ北ニ、
甚千積三厚ノ 泥往火流毛岳凡

タ九 J、基サノ、 雨々孔出ノノソ

大 If前米約長 ト噴ノジ川中五、
ナ八者面凹サ ナ！日 噴有約腹佃

リ十 J、積十約 リセ煙村問約ア

71; 二約米問 降ノν 及ノ百三 9、、



上 ナ 低ノν 片拘構 ーー 色熔ナ 約 日 熔

ーー リ ’F 毛 ーー 出遣 ミノ ヲ 左μ王' 9 七 ヨ n 
i宇 タ 及 ノ .；，、 物 ヲ プ 呈 ノ 米 リ 流、
幹ノV 温 ト 堅 一 呈時 ス 表 十二動
シ 毛 度異撤不 ミ〆 一 ノV 面 ニ十 ノ
面． ／ ノ ナ ナ 規駒織 毛 ノ 日 四速

積ナ 下ノV JV 則黒維然酸 流 日 皮

数 リ 降 :::! 屯 ナ 色賦 プ 化 /I J』t 玄~）土~ ，，、・
、
方浮 ーー ト ノ /l〆 ノ ヲ サ作 ノ 袴流

;J，~ 石由 ナ ト
、 熔石呈ノレ用 初腰 flI 

米質 リ ク 粗九千基ス fiJr ヲ メ ~ft ノ、 、
！手熔放後揺片中 ノV J、 月λ ヨ ；庄初、
サ岩出者ナ 火 一 :::! 勅 ケ リ ーー メ

シ J、 JV J[J 多 ト 旦 タ 二流 一
四 ノ タ >f i ;£; 1草ク ア 色 JV 十動於、
尺海ノド挺 ノ 火 ノ ヲ モ 一 セ プ、
ーー 面結中 ト 山 斜之呈 ノ 日 る〆 大

逮上果 ノ ア 友長 ーー ス 多 迄 モ ナ、
ス ーー 多水 リ ノ 石反又 キ ノ ノ JV 

、
ノV 落ク 蒸前三稀 る〆 表所 平 一一 モ
モ 下 ノ 気者種 ーー 内面 ノ、 均就ずく
ノ セ 空其 ノ、 ア 輝吉｜；ノ、鍛 速 プ ti1 
ア y 胞他岩 石 ，、 慨分 度測 一、
リ モ ヲ ノ 質不 ノ t致ネ 酸 J、 定減、
其 ノ 有瓦熔規嵯街多化 一 セ 少

厚 J、 ジ其rr 岩則品 一 1L ノ 時－ 事〆 ヌ、、
キ 一浮 ノ 流 ナ 散 3〆 質結 間 ーー !!fl 

慮背i；石歴 ヲ ノV 賭 プ ifiJ 果 十一 チ
，，、 海質力 ~熔ス f,!j；綿赤 九時十

水面 ト ノ セ岩 版肢褐 米間六



火見！年風火径ノV す ノV 走開 ス 操波、
[lJ 島友 ノ 山 三穴生音｜： レ係 JV 縦起

ノ rff J、影友十 ノ シ－＇；；、;tノ 一－・ モ ノ フ
爆四多響降尺 直 タ J、f自 rh ノ 自 ス、
設近ク ヲ 下深径 JV 裂裂 ') ア 由宛

ーー ーー 西受 ノ サ ノ、 間際 ヲ 一 ') ヲ 争｝ミ、
際 d，、 方 ク 多 九普錐小有定而失新
シ 比 ーー ノV 少尺通形 ーー v セ ミ／ フ 生．

其較 i虞 士主

』噴 逢二 六尺 穴ノ 宰ri~ 所謂 火ス 其ア 浮叉陸ノ : 
前的 71 ト

後 少 J 決火 ス f '-J ノ、 ーー 麺山浮石地

ーー ナ ブミ ジ 孔ノレ外西暴狗弾石居 ノ

所 ジ 隅 プ ヨ 毛 一 方露皮 ~・、 ノ 下観

回目 宇少 ') ノ ν 袴 iジ 賀多 均； ノ ヲ

火 jる ナ ノ ア プ 腰タ 火 ク 面魚呈

~［ J ーー 71 m~ リ j架方ノV 山 ，，、 上類 ス、
f主 タ；長 ブ 離 サ 面音［55軍撤 ーー ，，、 舶

地 ーー ス ーー ~・、 及分 ーー 密於浮舶、
震 多今比 二東 J、扇 ナ ケ 石此
ノ ク 回例 尺 方裂ス JV JV 層 i字、
接 1住 J，、 ス 内鍋｜探落表位上石

生 積西ノV タト 山大下面置 一 屠
ス シ 風 =E: ナ 方 ナ ノ 一 ，，、 跳 Iド

ノv タ 多爆 ノV I百 ソ 際多風 ネ ーー、
J、 リ カ 裂 モ ーー 其地数向 上入、
泣1ヨf;: 之 J 嘗 時多落面 ノ ト リ ν 

通 ーー き〆 時 ト ク 下 ーー 不 i朝途 J、

ノ 反 ヲ ノ シ 之 一， 面規流 ーー 多
事 ミ〆 以卓 プ ヲ ril シ則 ト 舞ク

賀 鹿 プ 走き 直観 タ 一 ノ 死
＿，、

二
四



f.,ll 

11~ カ 薩 除名ノV ーー 震島 ーー 爆二ナ

ケ調摩 － ー ヲ 俗亀 ノ 市減殺 日 ') 
野査山 噴埋稽裂結ノ 少ス 午 ト

ヨE正』 ーー ケ 出設天 ヲ 果被セ ノV 後ス
、

山従野 三／ 三／ 紳生 ト 害 ') ヤ 十今
、 、 、

J、事附 田伊 ケ ミJ ジノ、イ旦地時 I司

大セ近（四）地敷瀬西 ア主 ジ震迄モ

隅 ヲ 調 ヨ 村戸武伊 ト 十 J、 ーー 亦

姶 査薩 9 宇ノ 国敷 ジ六急四一

摩 J、永火村村・ア日二百月

J、山駒古山ヨ兵此午減十十

民 八 色ノ友リ借地後少八一

薩 月ナノ／rドヨ谷附震六ジ回目

f事 ョ野士積リ山近ノ時十ヲ午

薩 ソ 附砂層成村 ノ ~ ~ド三算前

摩 九近噴 ノ JV 字 甲 メ ノ 日 フー

君日 月調出井断山突 ニ主；1i 熔ノV 時

－ ー ニ査 ジ ヨ 崖 田川生震え？ ーー [I耳

跨 亙 局 リ J、及 ーー セ ，，＞、 ヲ 至十

') 9 平 J、長康治 リ 最 1流 リ 一
、

鹿 約 ナ石サ木 戸、 ト モ ID 十分

~~ 一 ノV 英二ニ yレ云破ス二 一日
品 ケ 泥質十湿地 y 壊ノV 日 4投

本 月 正ノ 五ス プJ ヲ 力 二午震

五 る葉 間 ヲ 粗問ノV 共得 ヲ 至前 ア

棋＝ 佐 形砂飴道 fl！！へ逗 ') 

JI! 藤 成高崩路 － ー 三〆 7 プ 時 シ、
時 技 セ サ壊ニ J、是 三／ 兎後 ヲ

ノ 。市 ') 四 シ沿各等鹿 ニ t嬰 リ

西 之 尺十 へ蕗地児大島十



司e八キ等: A 暗地買高正日替野三
ノ十 J、 汗勅質七九元二藩金里

層度永 床色 J、百百年至主 flI 宇

位東野 ノ ヲ ノ 主十十末ノV μピ，，J ノ ノ

之 ーー ヲ 木潟石 ト 一七 日 迄津二地

ーー 走 9 葉 ス 基 ジ 匁貫 ーー 多家 一一 ーー、 、
同 9 山化第 ーー プ 銀鈴至少 ノ 分位

三J r・H ケ石三斜暗二 ーー ノV ノ 所 L〆 ジ
、
山方野 ヲ 組長捌百及二盛有 タ 車

ケ 一 ーー 埋頁石色七 ヒ 百表 一 9 ．馬一 、
野十至臓岩及 ノ 十 明五 ア シ ミ／ ノ

音l；度ノV ミ／ J、 輝輝二 治十 9 プ モ 使

落 ーー 1百其駒石石貫四七 る／ 寛維 ア

ノ 傾道湖色 ノ 安七十年毛 永事［ 9 、
T・(J 走：｝ ノ 成乃雌 !Ji 十五間連十後本

端 ス 出居至 画F面E n －ノ且、A 斗／，与？ ノ 綿七合山、 、 、
胡高来 タ 黄散及匁大金 ト 年併

麻塚山 ノV 白黒占第 ナ 正銀 ミ〆 女合 ν フじ

目 鎚及 ヲ 色 -1! 一 ソ 元産 ア メ プ ブミ一
坑及 白 子J> ヲ ノv ff;日 年 出稼 プ fl I 

及新仁 -I: 帯竪頁 ノ 額行採 ケ ／ 

一 旧 リ ヒ 椴岩 産 ヲ セ 錨野 rJI 一一 、
番樋問其多 ノ ナ 出積 ソ ーー ~ ケ、
瀧附 ーー 露 ク Jj王, 9 額算明着山野

選；zシ 出 E島ロ 石活 .－・、 ス暦手 ト 金

鍍 ーー プ Ir＼日j" ユ 石 金 レ 一 セ 稿 tll一 、
場露支｝域 ジ長 百 J、 年 シ 三ζ 蕗

0.. 、
ノ 出屠 ノ 血H管守句－ プ fl I 二宮以 ヨ 本摩

四セノ、和含E 多岩 ー十 ーー 来 リ 111 ノ

m: Y 北炭 w ク J、 九一大今 J、 刀え

一一ムハ



毛 ヲ 股 ス 殊 ーー ア 3通鎚錨鎚 拡鋸 ノ、 、 、 、
西探織ノV ーー ジ北等山 一北 タ 床頁

方掘維 ヲ 本 プ 方 一同 ケ 升鎚 多 J、~;-
、

ーー ス 版以 f[f 住 － ー ジ wri通 ク 輝 1［’、 、
掘其等 プ 一 や 傾 プ 方三鎚大石ュ、
匙：幅 ヲ 著於ブJ 科一面番思ノト安 J、

ス 干潟 ジ プ 解 ス般 ノ 瀧盛凹 ffr tili. 、 、
ノV 均 宅J J、石鍍 火坑樋十岩物ト ーー

I 、
ーー 十結 ヂ ヲ 脈束入 － ー 識除及化
従尺 日日目 キ ヂ iM ノ 西坑於鎚 ア 第石、
ヒ ア ノ ン キ ス 中高 ーー ーー / 胡 9 一 ヲ一」 、 、
ロロロ リ 芋•J ，，、 ン鋸 J、並於 麻 目 紀埋、 し一

位鋸然多即石七走 / 日 下頁臓

良石タ ク チ ，，．、 八 シ ノ、 来坑採 :1;- ス
女子 ノ ノV 耐 肉 自 寸多 in II I ーー 押4 ノ

ト 日f_:}日 毛 領 II艮然乃 ク 2通錨於 セ 裂、 、
ナ イ立 ノ 店長 ヲ 金至 J、 御影f プ ノV 排：

9 J、 ア ノ 以 ーー 三四物盛 ，，、 J、 ヲ
、
京平 ヲ ヰ日 7・ 三〆 十十樋錨本永充、 、 、

一均現交鑑 ブ 除度千硯樋野填、
掘 百時来別 貰尺乃秋鎚臓方 ミ／

、
準高最 セ ミノ 銭ナ 至樋大樋面 タ、 、
ス 分 モ /V 得鎖 リ 七高高奥 ノ ノV、 、
JV ノ 盛所 ，、、 黄鎚十 j涙坑古附鋸

二七

ーー Ti. ーー ーー キ 銅石皮樋 ニ鎚坑脈、 、
従乃 01Rj 産 自 鏑 ，、 ノ 新於迫 一国 ーー
ヒ 至坑 v fl-ミ ヲ 主角三 プ 分於 シ

l≪1 -.I.ノ、- ノ I鬼金随 ーー 度鎚 J、 3通 プ プ、 、
イ立 ナ オミ 朕 ヲ 件石 ヲ 澗侍 .trr ，，、 其、
不ノV 鎚杭産 シ 英以色十楽本数



よー

本武下 ジ柏里村調事磐 自 魚良、 、
来限ナ ア束 f¥;j 飯査セ城 然 シ ト

田 山 , 第方北野直 リ ~ 金本ナ、
J、地而三ニ約村域 旧 ノ 鎚ノV

、
遠ニ シ来日偏二 j持 J、 W,J 産二 ノ

ク連ア居 ジ里本磐 査 出究｛頃

安 レ其 ヨ 略ニ 村誠 （五）最 ヨF 向
政 ヲ 西 ') 南亙及茨 ノ、 毛 盛 ア

年 縁成北ノV 岩田 九磐多ニ ') 
、

問 ーー レ 一一 地自f.J ノ 月城 ジ稼 H西

ノ ノ、 JV 通域村主
炭
行坑

殺 俄丘 ジナ ュ要 ソ田 セ ノ

見 ニ陵？岱 ') 跨部
十 調

ラ 演

ーー 海性道 9 ーー JV 鑓

月査
、

係 抜山 ーー コk 常 三／ 鋸 J、
、

9 六地平常磐ア ーー 石版、
切j fニi ユ続磐錨踊 亙 ノ 幅

治 米 ジ及磁道島 リ 品~
年 内 プ 湯道湯牒 ネヲ 位均

間 外高本及本石 一 ノ、十
一

ーー ノ サ ノ 関鐸城 筒 百尺

入 湯蹴ニ道 ヲ 君日 月 高内, ノ ジ鰐 J、 中 女子 問 介外

プ 獄ア ア恒，b 問 fl I ノ ーー

モ 連海 リ 域E 村 i'H 凹 5〆 /¥,. 、 、
運 山抜地 ノ ジ箕 技 乃 ブ

搬 陀二形 r[I 束 t'llil 日市 至網

;;F 起百 J、央西村 之 五肢、
｛児 ジ米主 ヨ 約内 ーー ナ脈

ーー 戸1J 以 三郷 従 リ ヲ
、



村監： リ 岩附地積十内 ノV rJ I 械業 シ

元 n二若近質ノ二九諸及川頓テ｜
本 J、居 ク ノ ノ、産斤億茨ニ磐ニ著

所主乃 J、地主出 J、 二棟星城隆 シ、
技 ーー 至閃質 ーー 入百石 ノ 入盛ク

師下十緑並 ジ係山三炭三山 ト 後、
J、部暦岩 一 プ レ炭寓綿来三ナ達
本 一 ノ ナ 各部 リ 破七産破星 リ ス
－、 、 、
地頁石 JV 来三 二千額 ヲ 王以ノレ

方岩茨 カ磁紀 億 n J、最城 プ 一回、
ノ J、 ヲ 女日 ノ 層 七七十 毛 磐今至

11 第主挟 シ t}G ヨ 千十九主前 日 フ、 、

一 ーー 有第内 リ 三万・億要 Ul ノ 久
一 、
来日 中 3ζ ニ及成 了［ J、五ナ 崎盛明、 、
層部岩紀試 JV 二磐千 9 ;r:r況治
｜ヲユ石暦錐其

、
十城四 ト 越 ヲ 一一

精現中川 .:::. 基 八茨百ス賀基十、 、
査 11:1 殺砂徴磐 高碗六明三ス年、
ミ〆 ジ達岩ス ヲ 二六拾治友ノレ常
、 、
之凝最頁ノv 成 千億八四及 ニ磐

ヲ 友モ岩ユ セ 四 九高十山至錨、
下岩崎著賢主ノレ 百百四五日 レ道

部 J、 ミ／ 岩 － ー モ 九五百年 ーー リ DH 、 、 、 、
中最 キ 凝角 ノ 十十五大シ域通

ヌL 在｜；上 J、岩閃 d，、 三ニ拾正 7 内 7、

及位砂等岩之 斤高九元就ニ ノレ

岩等並 ヲ ，，、 一斤年中於ニ

音！：占 ーー ヲ ょMう91 ご千ニ ーー 磐ケ ll 

一戸 よ‘ ジ '} イじ ノ 星七 ジ 於城ノレ じ
、 、

大中 プ ！昆向獄 炭百 プ ケ 入来事



{E 茨地 ヲ ヨ 般車日 ノ .；・、 致港北 セ 月リ

ーー 層積構 y ーー 層傾敷 V' i、 京 y ジ

ア
ノ、 ヲ 成成区 ヲ 斜寸束 一司

、
十第下

y 其領 ス y 域切 ..＞、 乃西従度三部、

プ 数只 ；中湯 ノ 断概至 ーー ヒ 乃紀層

J、多 積川市 セ ジ数走 プ 至暦 ヲ

稼ク 層及部ノV ア 尺 JV 上ニ ノ 中

わ：厚 J、其 ーー ノ 念ナ 毛 部十走新

ーー サ 砂他其
4、ー．． 
ーー JV ノ 屠皮 向期、

数堪一 泥 ノ ナ γ =c 多露 ナ ，，、 ーー

土 I可多 出
、

，、．． 尺 フ プ 大ク y 概中、
ス 以 等流 ク フ、

J_..... ナ 市ス随 吉／ 告Eノ、
、 、

第上 ヨ 一 北基十ノV 北断 プ プ 屠

問 ーー , j住吉｜；磐皮 =c ーー 層ー南及
層建 成 ヒ ーー タ 乃 ノ 走敷般北上

及 ス 第少ノV 至 ーー ノV 多 一 又部
第 JV 湯三 ナ 角八至 毛 ア 西 J、屠

五 ごe 本紀 5〆 閃十 y ノ リ 方北 ヲ
、

層 ノ 及層第 n皮 プ 稀 ア Ul 西最
、

J、十 綴 ヲ 四花 ナ J、 ナ 目各 地 ーー 来月

一層 附被来日間 9 千 y ~·三fI ーー ジ期
、 、

番 ア 近覆洪持主尺其層接 プ ーー

層 リ ーー ミ〆 積及要以落 ノ ミ／傾属、
及上 プ 層閃断上主傾 プ 奈：｝ス

一部 プ 狭 J、 線層 ーー J、 都下 ー，、 JV 。
番 ノ 和小粘岩 J、逮小 ノ 部東 毛

層二 庚 ナ 士 ーー 濁ス 十 方層方 ノ
、 、 、

ト 層 j悶ノV 砂及 y 断ノV 向束若

栴ノ、 ナ 牽及 ヒ 第層 モ ーー 方 ク 会”，列L・

シ 現 ;v 地機一三面 ノ 一 一 ，・、 定、



ア平 プ 至及ク 挟厚層セ 下或層或
＼』J

四均入四小 J、 、‘ ~ サ；及 ア ノ ＿，、 ，，、

長六山十野頁 ーム ー下稀ニーハ JV 二二 一

層尺表四 田岩 ヨ 尺番 、 長ニ ジ茨

ーー 二礎尺炭ニ 9 九層 J、層尺磐層
、 ，－－、、

分寸 ノ 平磯 ジ俗寸磐~ ＿，、層域 ヲ

ノV ア 破均 ノ ア稽乃城’番之 ト 茨上
、
渉主 9 回二西下上至炭層 ヲ稀田三

層層ニ十青l；盤石五磯上五ジニ尺
ノ I~1 於凹ニ J、中尺ニ三番磐於層

上 ーー プ 尺於常石三 ア 尺層披 プ 若
、

盤六大ニ プ ー及寸 J、 層六炭最ク
、 ＼｝ノ

，，、 寸 ナ ア稼頁下平五二番破 毛 J、

普乃 ヲ 9 行岩石均番番層 ニ萱草、 、
通至炭概セ ナ ノ 四層層及ア 要 一

f「

砂八居 シ フ リ 三尺 ト 上七 J、 ナ上

岩寸 ノ プ JV 茨四稽三番之ノV 層
、

ーー ノ 厚此（二）ス 層寸ス 尺層 ヲ 茨、 、ーノ
ミノ 頁 サ 間二本ニ ア ,' 層 ト 三層稀

ア岩 J、隔番表分 リ
＼ーノ
五三稀番ナ ス
、 、

下若四 J、層層 JV 普層番ス層 9 ~＂~ 、 、
盤 ク 尺小川 J、来通ナ 層是若

←L.. ノ、
r、、 1 

＿，、 ノ、九野一白 層入 ク 本等ク ス 層、
頁炭寸 田番水 ノ 寸 層茨 J、第ノ、

＼、aノ
岩質乃方層川上内 ス 四層下七本、
ナ 頁至面 ノ ノ 盤外（ー）番中層層層

') 岩九 ニ下上 J、 ノ 一層現 ト ノ、又
、 f『、

本 ヲ 尺小九流砂二番下 ニ稀凹ノ、

炭挟ー ニ尺地先枚！昔ニ稼ス番三、
層 、、、 寸 シ乃方若 ノ J、尺行最層番

、



星内 プ 低表水盤 ン挟 ア炭九於 J、

長郷稼部層準ノ、 ト
司、、． リ 破十 プ 繋、

横及行ノ、 ノ 以普採 ヲ 層附四稼城

ーー 阿I セニ最上過掘 iネ 1.p 近尺行来
ジ 田 プ 星高 ーー 頁ス ケ 九ニ 一 セ磯
プ ノ ノV 東部 ア n ’、 J、枚於位 フ ーー

主各 、 破 J、 ノV 稀 シ何内 プ スノV 麗
、 、 、

ーー 坑箇 ノ 訓告！） ニ炭 レ外小此（三）ス、
海入慮京査分砂層モ ノ ナ 間三ノV

オt J[ [ J、部匝 ーー 質 ノ 五挟 ') 隔番内、
準採磐 ーー 域比頁上分 ‘ 、、 炭ノ、 i昔郷

fヘ
ヨ 茨城 ノ ジ岩盤以 ヲ 層入本破

リ 株炭 リ 西其 ナ J、下有 ノ 山層匝
＼ーノ

同式破海部 Wi リ 3~ ノ ス厚炭 J、及
、

水合株水 ニ積本通劣 レ サ破二入

準吐式準位進岩細等 J、及番山

以 ーー 曾下 シ カ 層粒茨 毛五三層炭

下風赴約海 一 ノ 砂岩其尺星 ノ 碩
，七 ス ーー 七水大海岩 ク最乃炭下 一日

百ノV 麗百準ナ 水稀 J、上至積三属

五第ス 五上 ') 準 ニ炭 一 十附十ス、
十三 ノV 十約従以賢質 ア 尺近尺ノレ

！ミ坑小尺四来下岩頁ノV 四 ーー 乃川

一 及野ナ百採ユ 質岩一寸大至平、

至第田 尺掘在砂ニ 寸平ニ 百坑
、 、

ノレ四梅現 ーー セ /I- ・.ff シ乃均 ミ〆 四及

間坑 ケ 今 ア フ 告E－ ー プ 五七 プ 十拐

ナ 並平主 ') レ分 三‘v 杢三尺小尺窪
、 、

リ 一 長 プ タ ＿，・、 プ 層寸六野手坑

ト 二二 l局～ シ最ノV 同 下殆ノ 寸田 均 － ー、



屠ア 十現 ケ 9 ｜幅五長 リ 三及此 ス、 、 、
中小二在 J、決 J、番礎茨尺長問（問）

ニナ尺 ーー 平層 4、層ニ 層六倉隔四
枚 JV 八於均 ノ 野 J、 於ノ 寸坑 J、番

乃 カ 寸 ア厚厚田下ア 上品 ーー 三層、 r『、
至如平 J、 サ サ炭三小下 ν 於星下

五 シ均稼僅 J、破尺規盤ア プ 来三、
枚炭六行 カ 七及層模 J、層最碩尺

ノ 層尺困 ーー 寸内 ノ ーー 普中 モ及層
、ーノ

挟ノ 四難八乃郷下稼通一小内 J、

－、、． 厚寸 ナ 寸至茨八行頁寸ナ郷本

ヲ サ 一 IV ナ 二破尺 セ 岩乃 9 決屠、
有 位へ 9 尺 ニ七 ブ 十至炭破 ノ、
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、、、 一 層下一 シ十山 J、 ノ J、於至，、
一一＆
ノ 尺匝 J、盤尺 プ 四第内頁 一一 プ 一
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於粒ク櫛ニ割不条セ石三下炭層

ケ大ノ、 ν 板目規！ JV 表寸ー破ノ、
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六境相黒重則多共有ニポ尺坑岩｜
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珂乃青｜；ク 湯連 ナ J、 i湯 カ ノ 大

ーー 至 一、， ノ、 ノ レ 第本 調書 Hi 、
走二二閃獄 リ 其三騨 査 ー‘・ 請水、
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市
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濫表 ト 観等治 ミ〆 :rit ジ t主 ーー 濁乃、
掘 ヨ 云音！京二五 要特断及 リ 主

ノ リ プ JlJ 泉十十 ナ 一 層
r、 第数、 、

結五. flj1 麓 ノ 一一 ノV 南三 リ ニ尺、
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セ t出 ーー 因 ス 十本来殆 4 明ノV J、
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ヲ ヲ し〆 ヲ 繕 ーー 』V 第 Pgo 9 本 内 レ、
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一ー． ヨ ーー 問 ナ ア 十 右・ フ 岩内 ヨ 説

ジ 占岨囚正 一 JV フ JV 在 JV ノ ーー リ 出
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